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腸腰筋膿瘍に対する治療

―抗枷 直接江II療法の小経験―
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鵬腰筋農瘍は比較的妥れな疾患 とされてい/●が

t●尿病′てどの濃腱疾患を有するユ感鮎 =主 において

し,イしば発定する。 当院では平成 5年 1月よ,同

20年,月■で,側の11願筋銀瘍を経験 した うち 1

例 よ抗生抑点櫛で感襲の沈籠化が得 られたが ,開

では江船化 しなかった 今回我″は 抗生剤点満投

与のみで ま改善 しなかった,例について 演密の部

仁 基礎疾患 治療法について検討 した

対象および結果

症例li 7例偶 性=側 女性を例)で  平均年齢は

,02歳 (00～01線)症 状は全例で発熟 腰痛であつ

た また 0例マ 麒 樹 m板 炎を合併 していた 基礎

疾患として精尿績 】例 青孟腎知 偶 大渦も 1倒

盲鳩椰1例であつた 起因繭虚 dが 2例 MSSA

が2例  ●サネパ クラ ,ウ ムが,例 St"o・ 。̈ ¨

lo,,JJ¨ が1例  Sに ,ol― ●
'''J,¨

●,が
'例

で

あoた  林腋西はなかった

順場の部位は緞骨筋眠瘍0例 ('ち 右1例 左1師

両

"1")で

 大腰筋康瘍が4例 (うち右1例  左1

" 

両佃2倒 )で あつた 7御療方泄り1●・,搬 性臓 瘍

,例に対 しては ドレ十一ジ手術 大腰筋腱密に対 し

ては,例でClガ イ ドTド レナーシ B例 で透視下に

抗生剤疎 注射僚法を行つた 結果 全例で感染が

鎖ll化した

建    例

症倒 ,17,最の女性 主訴は発熟 腰痛であつた

囁往歴 家族歴は特にな
'つ

た 発熱 と躍捕で腎派

腎炎 と診,7され泌尿圏 に入曖 したが 抗t剤 の全

身投与で感染蔵沈格化せず 第10綱日にC,こ て左

脚 筋内に腱瘍が見つか ,当 科l●介受診 Cr l測

(回01`て 11管箭晨瘍 化盤性構lII板炎と・1断 し

抗生剤投与を行つたが感染は改善せ lヽ徐 々に全身

状鯨も悪化 したた■ 鷲,8病 日にと腰帯鰤燻瘍に対

し ドレナージ手術を行らた ,『■■表 よJ・
・
iで

あつた 血雌 ,藤性であった 術後は感染{沈

“化 し 歩行 り′ビリを縦て第

“

脚 に旭院となつた

定

"`,い

の地 ■ 俳は■黙 腰痛であった

雛  『 家断 は特になうち た [11が 縦 くため ,

日後に近匡受診 し 挑価上Crl鮎 ,/`l o,■  間

■鵬熙願 瘍ありN現  が
'1'日

にCRP2,と 上昇を

認め当随^紹 介された 当院来園 t,¨‐ ,ol●o●を

呈していた

来院|,CI MR(図 2)|`て (`瞑IJt関 板炎 布

大腰熙 瘍 と診断 し 泄間板に対 し抗生剤 g後濠蟷

を全 2回行つた そのうちの4回は鵬腰筋麟瘍にも

rMOX,′ 回を直接注射 した 感姿は徐々に改善し

, ■̈ p ‖̈い も改曽 第00病1に供歩行で退院 した
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